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芙蓉（ふよう）の花の咲くところ  
～伝統を紡ぐなかよし音楽会と文化祭～  

 校長 木之下 悦朗 
今年の夏は、記録的な暑さを経験しました

が、私は、「鹿の子ゆり」がそこかしこに咲
き乱れ、その美しさに感動しました。また、
その花一輪一輪に濃淡や斑点に違いがあり、
奥深さを感じることができました。気温が下
がり秋の気配を感じ始めた今日この頃、島の
いたるところで「芙蓉」の花が咲きだし、薄

桃色や白い花が目を楽しませてくれています。 
鹿の子ゆりは、かつて甑島を支える作物として活躍して

いたそうです。明治時代以前はゆり根を飢饉(ききん)の時
の非常食として食していたそうです。明治以降はでんぷん
として、明治 30 年以降は、その美しい花が西洋人に好まれ、
日本よりも世界に広く出荷され、甑島を豊かにしたそうで
す。また、芙蓉は、かつて着物の生地の原料だったそうで
す。瀬々野浦のビーダナシ（芙蓉布織）は昭和 57 年１月１
日の南日本新聞で「芙蓉を着る世界に
今一枚の気品」と題して紹介され人々
に知られるようになりました。明治初
期に途絶えていましたが、再現され平
成６年には県の伝統工芸品に指定さ
れました。しかし、今は後継者がなく、
指定が解除されているそうです。ちなみに、甑島の機織り
文化は手打の大原・宮薗遺跡では、紡錘車（ぼうすいしゃ)
（＝はた織りで糸をつむぐ道具）が出土しており弥生時代
後期（二千年前）～古墳時代には布を作っていたといわれ
ています。 

さて、11 月２日(土)に文化祭があります。本校では、毎
年恒例の伝統芸能を披露します。今年は、「長浜波濤太鼓」
「港ヤンハ」「鹿島太鼓」「青瀬ヤンハ」です。人口減少
や子どもの減少、新型コロナウイルス等の影響で伝統芸能
継承が難しい中、島立ちを前に控えている子どもたちに継
承しているこの頑張りを見ていただきたいと思います。ま
た、先祖から伝わってきた素晴らしいものを、後世に伝え
る場として多くの人に楽しんでいただきたいと思っていま
す。保護者、地域の皆様の御来場をお待ちしております。 

また、10 月 23 日(水)は、「なかよし音楽会」がありま
した。夏季休業中に、下甑島出身で、鹿児島本土で暮らし
てらっしゃる方が、校長室にお見えになって「なかよし音
楽会」の話をしたらとても懐かしがっていました。みんな
で歌ったり、演奏したりした思い出を語ってくださいまし
た。30 年前のことを、昨日のことのように話しておられま
した。今年も、長浜小・手打小の児童の皆さんも集まって、
それぞれの頑張りを見せてくれました。私には「記憶に残
る」音楽会になりました。 

今後とも、海星中学校をよろしくお願いします。 

10 月３日(木)に川
内調剤薬局の野元健一先生をお招きし、全校生徒での「薬物
乱用防止教室」を開催しました。今回は主に「オーバードー
ズ（医薬品の過剰服用）」と「喫煙」についての講話でした。

近年、特に 10 代の若者の間で問題
となっているオーバードーズにつ
いて、理解を深めることができま
した。また、喫煙が体に与える影
響などを学ぶことができました。
今回学んだことを、御家庭でも話
題にしていただき、今後の生活に
生かしてほしいです。 

 
10 月８日～９日の２日間で川

薩地区新人大会が行われました。剣道部、男女バレーボー
ル部が参加しました。バレーボール部は、今回も里中との
合同チームで参加しました。 

新チームとして挑む初めての大きな大会、この大会を通
して、多くの事を学び、多くの方々に支えられ活動できて
いることを、改めて感じることができた大会になったので
はないでしょうか。学んだことを今後の練習に生かし、目
標をもって日々の活動に取り組んでください。以下が大会
の結果となります。 
【剣道競技】 
・男子団体戦：３位 
・個人戦：２年男子 準優勝 谷尾俐孔  
※谷尾俐孔、四角太河：川薩地区選抜選手に選出  

【男子バレーボール競技】 《５敗》 
・対 川内北中（●0-2） ・対 川内中央中（●0-2） 
・対 宮之城中（●0-2） ・対 川内南中（●0-2） 
・対 白龍 VC（●0-2） 

【女子バレーボール競技】《５敗》 
・対 S.V.C ルピナス（●0-2） 
・対 祁答院東郷学園合同（●0-2） ・対 平成中（●0-2） 
・対 水引川内南樋脇中合同（●1-2） 
・対 川内中央中（●0-2） 

10 月 17 日（火）に新生徒会
役員を決定するために生徒会
立会演説会を実施しました。 

１・２年生の６名が立候補
し、一人一人が生徒会活動をより活発にするために、自分
の言葉で公約を述べ、力強く決意表明をしました。投票の
結果、右上の表の通りとなりました。 

「魅力ある学校づくり」には欠かすことのできない生徒
会活動です。今までの先輩方が築いてきた伝統を受け継ぎ
ながら、海星中の生徒会活動の更なる充実をめざして、頑
張っていきましょう。 

 
 
 

 
10 月 18 日（金）に海星中校

区２小学校の全児童も参加し、
「舞台芸術等総合支援事業（学
校巡回公演）」による芸術鑑賞
会を開催しました。 

今年度は、劇団ポプラによる
「シンドバットの大冒険（ミュージカル）」を鑑賞しまし
た。本校生徒は事前のワークショップで歌とダンスを学び、
当日は劇に参加し、劇団の方々と共演しました。最初は恥
ずかしそうにしていましたが、生徒全員で堂々と歌とダン
スを楽しんでしました。  

鑑賞した児童も終始笑顔で楽しんでおり、小中一貫教育
での貴重な交流の場となりました。  

10 月 23 日（水）に「なかよし
音楽会」が開催されました。海星
中校区の児童生徒が一堂に集ま
り、日頃の音楽の授業等の成果を
発表しました。どの学校も練習の
成果を十分に発揮し、堂々とした演奏を披露してくれまし
た。 

本校は合唱「あなたに会えて・・・」、合奏「マツケン
サンバⅡ」を発表し、音楽会を盛り上げました。どの学校
の演奏も児童・生徒の成長を心から実感できる芸術の秋と
なりました。 

今月号は、映画「ビリ
ギャル」等で有名にな
った、「ビリギャル」

こと、さやかさん本人が書いた「私はこう
して勉強にハマった」を紹介します。さや
かさんがどのようにして勉強にハマったの
か、そして、どのようにして勉強で結果を
出すことができたのかが実体験を基に書か
れています。本の一節に『あなたはどう？
「勉強やりたくない」「勉強うまくいかな
い」と感じてしまってる？それなら「むし

ろすごいチャンスかも！」って教えてあげたい。勉強が
できる人はなにも特別な人間じゃない。勉強ができる人
はただ「正しい努力の仕方」と「努力する楽しさ」を知
ってるだけ。』とあります。現在勉強で悩んでいたり、
頑張りたくても頑張れなかったりする人は必読です。 
 

1 金
地域が育む「かごしまの教育」県民週間～７日

薩摩川内いじめのない学校づくりの日　スクールカウンセラー来校

2 土 薩摩川内市誕生20周年記念第47回文化祭（振替休日：５日）

7 木 中期交流学習（合同給食）

8 金 実力テスト（２・３年生）

9 土 土曜授業　芋づくり活動　下甑地区PTA教育講演会（PM）

14 木 薩摩川内元気塾（小中合同）

18 月 第４回小中一貫教育合同研修会

19 火 地域探究活動（吉永酒造）

20 水 授業参観・学級PTA（３年生）

21 木 自分で作るお弁当の日

27 水 期末テスト～29日

11

月 主な行事予定（変更の可能性があります）曜日

☆地域が育む「かごしまの教育」県民週間☆ 
11 月１日（金）～７日（木）※日・祝・振替休日なし 
☆自由授業参観・道徳授業（１日→「心の教育の日」） 
☆２日（土）市誕生 20 周年記念第 47 回文化祭 


